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?肉体の馴『サパス J のマルコ・ペロッキオ監督

アンゲロヌロス作品のヨルゴス・アルヴアニティス揮影

ベJ~ イマン作品のピビ・アンドレセン

ティエリー・コラン シモ mナ・カバッラリ



若き舞台俳優のマッシモ(ティエリー・プラン)は日常的な言葉

を14才のときから放棄している。なぜ彼が言葉を捨てたのか、腐り

のものは様々に解釈するが彼と唯一心を通じ合わせているのは森

に住む“娘" (シモーナ・カパッラリ〉だった，

舞台で演ずるマッシモに天践の才を感じた演出家ジュリアーニ

は、マッシモが意~を捨てたP点にブ蟻l*~;'t号!丸詩人であるマッ
シモの母(ピピ‘・アンドじセ叫ぽ川糊雌人公とす
る舞台の脚本を依頼するか彼女持;，;"'X1J>仕事伝より長い聞の彼と

の隔たりを埋めようと患い仕事を精げるどと iこするo

母のように彼の周りのものたちは、マッシモiこ心開かせると

いう共通の目的で各々の方法を銃みる唖大学で考古学を講ず

る彼の父(ロベルト・ヘルリツカ)はマッシモの生意気さと

いにしえの知恵への軽視を責め、物理学者の兄カルロ(ヘン

リー・アーノルド〉は、巨大な地下実験場へマッシモを連れ

出し人類の発展に寄与することの価値を示す。兄嫁アンナ

(ナタリー・ブトゥフー)は彼の秘密を知りたいと望み、

同時に自らの欠乏感を満たそうとして体で誘惑する由

だがマッシモは一向に言葉を話そうとはせず‘森に住む

“娘"のみに心を聞くのであった。二人はクレタ島にあ

る父の発掘現場ヘオートポイで繍語科臓の途中の問形
t場の遺跡では書3震を交すこど無く戯れあい、湖のほと

りでは若く美しい裸体を檎ただ七まどろむ樟甘美なとき
が過ぎる。しかし家族の待つクレタ島に着いたこ人に

は新たな試練が待っていた・..骨

無為自然出人為的な行為を排し‘あるがままの姿で生き

ることを最ょとした中国の思想家・荘子の f胡蝶之夢J

を患わせるタイトルの本作『蝶の夢』は、 『肉体の悪魔』

『サパス』で知られる鬼才マルコ・ペロッキオが、社会・

家族・言葉などの制度から解放された人間の理想的な愛=

エロスの発現を珠玉の映像美に古典劇やシェークスピア劇

からの引用を交えて描いた黄島新作。 14'才で言葉を放棄して

以来家族とすら心の交流を持たない若い舞台俳優と、彼と

唯一心を通じ合わせている講義に住む“娘"との脆くも甘美な

愛の物語。援が磁の機々な嘗説に埋もれて見い出しにく〈人

々に当惑と煩悶を強いる現在、本作品はベロッキオによる愛

についての真離な回答である。愛の普選的な形を描いたこと

で、この物語はいつの時代にも大きな意瞭を持つこととなった。

第47図カンヌ映画祭 rある視点j ではオープニング作品とし

て上映され、物語の新しさとこのうえない映像美が好評を得て

いる。主人公マッシモ役に、本作が映画は初出演のティエリー

プラン。 “娘"役には、イタリア映画界期待の新人シモーナ・カ

バッラリ。母親役はベルイマン作品に多数出演したビピ・アンド

レセン。母の持つ根源的な性質を見事に演じている。脚本は気鋭

の精神科医マッシモ・フアジオリ。ベロッキオとは『肉体の悪魔』

以来の協力関係骨撮影監督はアンゲロプロス作品でお馴染みのギリ

シャ人ヨルゴス・アルヴァニティス。網膜に突き刺さるようなイタ

リア的原色とギリシャ神額約灰色4 静&動のきわどい均衡を感じさ

せるパーンなど、当代きつての撮影監督の第一級の仕事。

2月15日(土)よ D口- ショ -f


